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今 月 の 表 紙
只見高等学校が行う第１３回「雪
椿祭」の仮装行列が、９月４日に
行われ学校から只見保育所ま
での国道を歩き、沿道に集まっ
た町民の目を楽しませた。只見
保育所前では各クラス別にパ
フォーマンスを披露。保育所児
や観客が拍手を送った。
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只
見
町
史
編
さ
ん
事
業
に
よ
り
ホ

ウ
イ
ン
で
あ
っ
た
家
の
調
査
が
行
わ

れ
、
龍
蔵
院
（
山
﨑
行
弘
氏
宅
）
と

吉
祥
院
（
五
十
嵐
英
氏
宅
）
の
文
書

や
書
物
が
目
録
化
さ
れ
ま
し
た
。
吉

祥
院
に
つ
い
て
は
、『
只
見
町
史
第

１
巻　

通
史
編
１
』（
平
成
十
六
年

三
月
）
に
、「
法
印
・
吉
祥
院
の
蔵

書
」
と
し
て
記
述
さ
れ
ま
し
た
。
町

史
編
さ
ん
事
業
が
終
了
し
た
後
、
平

成
十
六
年
八
月
に
龍
蔵
院
に
多
量
の

書
物
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
東
洋

大
学
講
師
久
野
俊
彦
氏
・
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
准
教
授
小
池
淳
一
氏

が
、
龍
蔵
院
・
吉
祥
院
の
蔵
書
調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
に
は
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
を
中
心
と
し
た
共
同
研
究

の
「
唱
導
研
究
の
比
較
研
究
班
」
が

只
見
町
を
訪
れ
、
龍
蔵
院
・
吉
祥
院

の
書
物
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
十
数

点
の
写
本
を
精
査
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
そ
れ
ら
は
戦
国
時
代
の
写
本

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
今
後
精
密
な

調
査
に
も
と
づ
い
た
確
認
作
業
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
に
は
、
龍
蔵
院
の
書

物
と
文
書
・
版
木
等
が
、
山
﨑
家
か

ら
只
見
町
に
寄
贈
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
ま
で
久
野
氏
が
龍
蔵

院
の
書
物
・
文
書
の
写
真
撮
影
と
書

誌
学
的
調
査
を
行
い
、
平
成
二
十
二

年
三
月
に
『
修
験
龍
蔵
院
聖
教
典
籍

文
書
類
目
録
』
と
し
て
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
か
ら
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
時
に
、
戦
国
時
代
の
重
要
な

写
本
で
あ
る
吉
祥
院
本
『
簠
簋
傳
』

と
龍
蔵
院
本
『
陰
陽
雑
書
抜
書
』
の

二
点
は
、
全
ペ
ー
ジ
写
真
版
で
出
版

さ
れ
ま
し
た
（
左
写
真
）。

山
で
修
行
し
て
み
ず
か
ら
神
仏
に

近
づ
く
の
が
山
伏
（
修し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ

験
者
）
で
あ

り
、
そ
の
宗
教
を
修
験
道
と
い
い
ま

す
。
山
伏
は
、
人
々
の
身
近
な
願
い

に
応
じ
る
た
め
に
、
村
里
に
も
住
み

ま
し
た
。
会
津
地
方
で
は
、
里
に
住

む
山
伏（
里
修
験
）を
ホ
ウ
イ
ン（
法

印
）と
呼
び
ま
し
た
。
ホ
ウ
イ
ン
は
、

修
験
道
の
宗
教
者
と
し
て
祈き

禱と
う

・
占

い
・
ま
じ
な
い
・
病
気
治
療
な
ど
を

行
い
、
村
人
に
手
習
い
を
教
え
、
宗

教
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文

化
人
・
知
識
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
只
見
町
域
に
は
六
か

院
の
ホ
ウ
イ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
住
宅
は
農
家
の
建
物
で
し
た
が
、

奥
の
間
に
は
寺
院
の
内
部
の
よ
う
な

須す

み弥
壇だ
ん

が
あ
り
、
不
動
明
王
が
祭
ら

れ
、
護ご

ま摩
祈
禱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

修
験
道
は
明
治
初
期
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
が
、
只
見
町
域
で
は
、
ホ
ウ

イ
ン
の
住
宅
が
残
さ
れ
、
不
動
尊
の

祭
り
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
楢
戸
の
龍
蔵
院
・
只
見
字
新
町

の
吉
祥
院
で
は
書
物
も
そ
の
ま
ま
保

存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
只
見
町
の
ホ
ウ
イ
ン
の
家
の
蔵
書
調
査
に
よ
っ
て
、
戦
国
時
代
の
陰お

ん
み
ょ
う
ど
う

陽
道
の
写
本
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
吉
祥

院
本
『
簠ほ

き簋
傳で

ん

』
は
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
龍
蔵
院
本
『
陰お

ん
み
ょ
う
ざ
っ
し
ょ
ぬ
き
が
き

陽
雑
書
抜
書
』
は
永
禄
六

年
（
一
五
六
三
）
の
奥
書
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
全
国
で
三
番
目
に
古
い
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

陰
陽
道
と
は
、
暦
や
方
角
の
吉き

っ
き
ょ
う凶
を
判
断
す
る
呪
術
の
宗
教
体
系
で
、
こ
れ
ら
の
陰
陽
道
書
で
、
農
作
業
や
家
建
て
・

井
戸
掘
り
な
ど
の
吉き

ち
に
ち日
を
判
断
し
ま
し
た
。

只見町のホウイン（法印）の
　　  家に戦国時代の書物

▽
里
修
験
の
蔵
書
調
査

▽
只
見
町
の
ホ
ウ
イ
ン

日本の
地方文化を見直す

　　　　発見

▲只見町のホウイン宅から見つかった蔵書をもとに
　刊行された本

▲『陰陽雑書抜書』（楢戸・龍蔵院本）

『簠簋傳』（只見･吉祥院本）
▲

大き
な
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只見町のホウイン（法印）の
　　  家に戦国時代の書物

小池 淳一氏
（国立歴史民俗博物館准教授）

この度のホウイン（法
印）関係の文書や聖

しょうぎょう
教

類の調査では、中世にさ
かのぼる陰陽道や仏教の
貴重な写本が数多く確認
されました。このことは
只見町域の代々のホウインたちの活動の幅の広
さと伝統の厚さとを示すものと言えます。
ホウインたちは、修験道はもちろん、陰陽道
や仏教、神道などの書物や師匠から伝授された
知識をさまざまな機会に村の人びとにも伝え、
また村の人びともホウインを頼りに生活を営ん
でいたのでしょう。ホウインは明治初めの神仏
分離によって、その姿を消してしまいましたが、
かつては地域の知識人として活躍していたこと
がわかります。ホウインの活動は、現代でいう
ならば文化センターのような役割を果たしてい
たといえるでしょう。今回の史料群の整理と位
置づけからは、奥会津の宗教文化の豊かさ―修
験道や仏教に限らないさまざまな知識の展開の
姿―が見えてきました。これらを貴重な文化財
として総合的に後世に伝えていく必要がありま
す。私たちも会津のホウインの調査をより広範
囲にわたってさまざまな角度から継続していき
たいと思っています。

久野 俊彦氏
（東洋大学講師）

今回発見された『陰
陽雑書抜書』は、戦国
時代の農村の田植えや
種蒔きなどの農業をは
じめ、生活行動の日の
吉凶を教えてくれる書物です。これは現在の『暦
本』（農事暦）に書かれている日の吉凶の源流に
なるものです。
龍蔵院の書物（聖

しょうぎょうてんせき
教典籍）は、修験道・呪術・

仏教・神道・陰陽道などの諸宗教・諸宗派にわ
たり、和歌・物語などの文学作品も含んでいます。
その中の『伊

いせものがたりちゅうぬきがき
勢物語註抜書』も戦国時代の写本

であり、山間地に存在する写本として、文学史
では驚くべき発見です。これらには確実に読ま
れた跡があります。村落で活動する修験者の宗
教・文化活動を具体的に知ることができる重要
な資料です。京都から遠く離れた山間地に、こ
うした優れた豊かな文化が根付いていたことは、
日本の地方文化を見直すことになる大きな発見
です。この書物が時代を越えて一括して伝存さ
れてきたのは、修験者がこの書物を参照して活
動していたからです。大切に残そうという強い
意思を持っていた代々のホウインサマに敬意を
表したいと思います。

只見・五十嵐 英氏 楢戸・山﨑 行弘氏
（旧吉祥院） （旧龍蔵院）

ず
っ
と
手
を
つ
け
ず
に
、

そ
の
ま
ま
保
存
し
て
お
い
て

良
か
っ
た
。
内
容
的
に
難
し

く
、
理
解
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
時
間
が
あ
る
と
き

目
を
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
世
に
出
て
あ
り
が
た
い
。

役
に
立
っ
て
良
か
っ
た
。

不
動
様
の
と
こ
ろ
に
大
切
に

保
存
し
て
お
い
た
。
仕
事
を

退
職
し
て
か
ら
、
目
を
通
す

よ
う
に
な
っ
た
。
貴
重
な
書

物
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
こ

の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

嬉
し
く
思
う
。
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平
成
２２
年
度
只
見
町
成
人
式
が
８

月
１５
日
に
季
の
郷
湯
ら
里
で
行
わ

れ
、
成
人
者
６１
名
の
う
ち
５８
名
が
出

席
、
新
た
な
思
い
を
胸
に
新
成
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。成

人
式
で
は
、
目
黒
町
長
が
式
辞

で
「
豊
か
な
感
性
と
柔
軟
な
発
想
で

未
来
を
築
い
て
く
だ
さ
い
。
只
見
に

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

真
に
豊
か
な
人
生
へ
と
船
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
に

期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
行
わ
れ
た
成
人
証
書
授
与
で

は
、
目
黒
町
長
か
ら
新
成
人
一
人
ひ

と
り
に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。来

賓
に
よ
る
祝
辞
で
は
、
五
十
嵐

拓
町
議
会
議
長
が
「
元
気
・
や
る
気
・

勇
気
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
実
り
多
い
人
生
を
歩
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
述
べ
、
角
田
定
平
町
選
挙

管
理
委
員
長
は
「
若
者
ら
し
い
正
義

感
を
持
っ
て
、
人
と
会
話
す
る
こ
と

を
心
が
け
、
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
本
部
日
本
支
社
に
勤
務

す
る
渡
部
和
人
さ
ん（
下
福
井
出
身
）

が
新
成
人
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈

り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
家
族
か
ら
贈
ら
れ
た
成

人
を
祝
う
手
紙
が
手
渡
さ
れ
る
と
新

成
人
か
ら
は
笑
顔
が
な
く
な
り
、
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
読
み
は
じ
め
、
目

頭
を
お
さ
え
る
姿
も
見
ら
れ
る
な

ど
、
改
め
て
家
族
の
絆
や
今
ま
で
の

家
族
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で
胸

が
熱
く
な
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て
の
鈴

木
晃
さ
ん
（
只
見
）
が
「
自
然
豊
か

で
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
、
ふ
る
里
只
見
で
成
人
式
に
出

席
で
き
嬉
し
い
。
こ
の
感
動
を
忘
れ

ず
に
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

成
人
式
が
始
ま
る
前
や
終
了
後
に

は
、
会
場
内
や
湯
ら
里
の
玄
関
前
に

た
く
さ
ん
の
話
の
輪
が
で
き
、
友
達

同
士
で
近
況
を
伝
え
あ
っ
た
り
、
写

真
を
撮
り
合
っ
た
り
し
て
、
懐
か
し

そ
う
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
成
人
証
書
の
デ

ザ
イ
ン
が
一
新
さ
れ
、
証
書
の
隣
り

に
成
人
式
当
日
に
撮
影
さ
れ
た
記
念

写
真
が
貼
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
お
り
、
写
真
を
受
け
取
っ
た

新
成
人
は
、
丁
寧
に
貼
り
付
け
て
い

ま
し
た
。

只見町成人式
成
人
証
書
を
手
に
、

　
　
　
　
　

喜
び
と
感
謝

▲成人証書を受け取る新成人
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夢と希望・誓いを胸に未来へ羽ばたけ
新
成
人
か
ら
ひ
と
こ
と

長
は せ が わ

谷川　尚
なおみ

美さん（只見）
大学で日本文学を学んでいます。文学

を通して、只見の自然や魅力を伝えたい
と思っています。

将来は、伊坂幸太郎さんのような作家
になりたいです。

滝
たきざわ

沢　健
けん

さん（只見）
成人にはなりたくなかったです。１０代

のままでいたかった。
今は製造業の仕事を一生懸命頑張りた

いと思います。
今後の一番の目標は２５歳までに結婚す

ることです。

1

1

2

3

4

2

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

渡
部
和
人
さ
ん（
わ
た
な
べ
か
ず
と
）

Ｓ
Ｄ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
本
部
日
本
支
社
勤
務

　

只
見
を
誇
り
に
思
っ
て
く
だ

さ
い
。
只
見
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て

く
だ
さ
い
。
方
言
を
忘
れ
ず
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
方
言

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
の
た
め
に
、
自
分
が
こ
れ

だ
と
思
っ
た
こ
と
に
は
、
お
金
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。
投
資
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し

て
、
ど
ん
ど
ん
悩
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
悩
み
を
友
達
と
共
有
し

て
知
恵
を
出
し
合
っ
て
く
だ
さ

い
。
伸
び
し
ろ
は
２０
～
３０
歳
で

す
。
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
只
見
を
愛
し
、
只
見
を
広
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

祝・成人

家族に感謝

二十歳の喜び

鈴木晃さんの
謝辞



梁取 陸くん（６年）

２５ｍ先まで良く見えて、とても泳ぎや
すいです。特に、５０ｍ平泳ぎで自己ベ
ストのタイムが出せたので嬉しいです。
あと、温水シャワーがいいと思います。

▽新しいプールの印象は？ひ
と
こ
と 明和小学校プール平面図

大プール 小プール

倉庫機械室

洗眼コーナー

玄関
女子更衣室

男子更衣室

男子トイレ

女子トイレ

シャワー
コーナー

6

　

気
温
３０
度
を
上
回
る
真
夏
の
青
空

が
広
が
っ
た
９
月
１
日
、
明
和
小
学

校
の
水
泳
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

明
和
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
旧
明

和
中
学
校
プ
ー
ル
を
改
築
し
、
８
月

１２
日
に
完
成
、
新
し
い
プ
ー
ル
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

夏
の
日
差
し
に
光
り
輝
く
新
し
い

プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
記
録
会
に
は
児

童
６６
名
が
参
加
、
自
己
記
録
の
更
新

目
指
し
、
力
い
っ
ぱ
い
水
し
ぶ
き
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
大
勢
の
保
護

者
も
詰
め
か
け
、
一
生
懸
命
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
泳
ぐ
児
童
を
応
援
し
た

り
、
写
真
や
ビ
デ
オ
に
記
録
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
児
童
は
、

新
し
い
プ
ー
ル
で
、
練
習
以
上
の
華

麗
な
泳
ぎ
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
プ
ー
ル
で
最
初
の
記
録
会

▲新しいプールで自己新記録を目指す児童

▲小プールでの
　ビートバン競争

明
和
小
学
校
水
泳
記
録
会
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平
成
２２
年
度
第
１
回
の
町
政

懇
談
会
が
、
８
月
２３
日
は
朝
日

地
区
セ
ン
タ
ー
で
、
２４
日
は
只

見
地
区
セ
ン
タ
ー
で
、
２７
日
は

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
目
黒
町
長
が

「
各
地
区
の
課
題
解
決
に
向
け
、

皆
さ
ん
の
色
々
な
意
見
を
伺
う

場
で
す
。
同
時
に
地
域
の
方
々

と
の
信
頼
関
係
を
築
く
場
で
も

あ
り
、
重
要
な
会
議
で
す
。
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
町
政
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続

い
て
各
地
区
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
町
職
員
自
己
紹
介
の

あ
と
、
懇
談
に
移
り
ま
し

た
。懇

談
で
は
、
渡
部
勇
夫

総
務
企
画
課
長
が
、
平
成

２２
年
度
の
町
予
算
の
概
要

と
、
主
要
事
業
や
補
正
予

算
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

出
席
さ
れ
た
町
民
か
ら

は
、
猿
の
被
害
対
策
や
、

八
十
里
越
（
国
道
２
８
９

号
）
道
路
工
事
の
進
捗
状

況
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
、
県
道
や
町
道
の

改
良
事
業
、
少
子
高
齢
化
・
若

者
定
住
対
策
、
旧
只
見
中
学
校

の
利
活
用
、
木
材
資
源
の
有
効

活
用
、
農
業
集
落
排
水
使
用
料

の
改
定
、
農
家
民
泊
事
業
、
旧

明
和
小
体
育
館
の
再
利
用
、
地

方
交
付
税
や
固
定
資
産
税
の
見

通
し
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

は
継
続
し
、
新
た
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
は
今

後
検
討
し
可
能
な
も
の
か
ら
実

施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

懇
談
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

８
月
２７
日
に
第
１
回
地
元
大
工
・

工
務
店
等
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査

研
究
会
が
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
福
島
県
の
大
学
等

の
知
の
活
用
に
よ
る
地
域
支
援
事
業

の
採
択
を
受
け
実
施
さ
れ
る
も
の

で
、
委
託
さ
れ
た
超
学
際
的
研
究
機

構
（
福
島
市
）
が
事
業
を
進
め
ま
す
。

同
研
究
会
は
、
郡
山
女
子
大
学
や

北
海
道
工
業
大
学
の
教
授
や
准
教
授

を
は
じ
め
、
地
元
の
建
設
・
建
築
業

者
、
南
会
津
建
設
事
務
所
、
只
見
町

な
ど
が
メ
ン
バ
ー
で
、
今
後
、
町
内

の
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
除
雪
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
住
宅
構
造
な
ど
を

調
査
研
究
し
、
そ
の
結
果
か
ら
町
の

住
宅
建
設
に
は
何
が
必
要
か
を
整
理

検
討
、
活
性
化
対
策
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
を
対
象
と
し
た
住

宅
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
も
行
い
地

元
木
材
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
理
解

を
求
め
る
活
動
も
展
開
し
て
い
き
ま

す
。８

月
２７
日
に
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

で
福
島
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

南
会
津
支
部
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ

教
室
が
開
か
れ
、只
見
町
か
ら
２１
名
、

南
会
津
町
か
ら
２０
名
、
下
郷
町
か
ら

１２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

目
黒
町
長
は
、「
一
生
懸
命
に
体

を
動
か
し
、
汗
を
流
し
、
交
流
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。
優
勝
目
指
し
頑
張

っ
て
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、小
沼
征
子
さ
ん
（
黒
谷
）

の
選
手
宣
誓
に
よ
り
、
競
技
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
選
手
は
、
輪
投
げ

競
争
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
リ
レ
ー
、
紅
白

玉
入
れ
な
ど
、
全
７
種
目
で
優
勝
を

競
い
ま
し
た
。

ま
た
、
南
会
津
支
部
長
表
彰
の
表

彰
式
も
同
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
只

見
町
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
自
立
更
生
表
彰
…
馬
場
マ
リ
子
さ
ん

（
蒲
生
）
▽
感
謝
状
…
五
十
嵐
平
一
さ

ん
（
福
井
）、
佐
藤
康
女
さ
ん
（
大
倉
）

第
１
回
町
政
懇
談
会

町
民
の
意
見
や
要
望
を
町
政
に
…

地
元
大
工
・
工
務
店
等
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
研
究
会

地
元
大
工
・
工
務
店
な
ど
を
活
性
化

福
島
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
　
　
　

南
会
津
支
部
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ニュース&フラッシュNEWS&FLASH

▲今後の活動計画などを協議した研究会
▲表彰状を手にする
　馬場マリ子さん

▲只見地区センターでの懇談会

▲楽しく汗を流したスポーツの交流
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長
岡
市
民
が
長
岡
藩
士
の
墓
を
墓
参

８
月
１６
日
、
塩
沢
で
河
井
継

之
助
墓
前
祭
が
行
わ
れ
、
長
岡

の
河
井
継
之
助
記
念
館
友
の
会

３７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

帰
路
、
一
行
は
只
見
字
宮
前
の

墓
地
に
あ
る
長
岡
藩
士
・
石
垣

龍
三
郎
の
墓
を
お
参
り
さ
れ
ま

し
た
。
石
垣
龍
三
郎
は
、
今
か

ら
１
４
２
年
前
の
戊
辰
戦
争
の

折
、
只
見
で
亡
く
な
ら
れ
た
長

岡
藩
士
で
す
。
現
在
、
田
中
の

目
黒
竹
市
さ
ん
が
そ
の
墓
を
守

り
続
け
て
い
ま
す
。
竹
市
さ
ん

に
よ
る
と
、
ど
の
よ
う
な
経
過

か
わ
か
ら
な
い
が
３
代
前
の
先

祖
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
い
で
い

る
と
の
こ
と
で
す
。お
そ
ら
く
、

明
治
初
期
に
石
垣
家
の
関
係
者

が
龍
三
郎
の
墓
を
建
て
、
目
黒

家
に
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

墓
参
し
た
長
岡
市
の
方
々
か

ら
は
、
い
ま
も
大
切
に
守
ら
れ

て
い
る
墓
を
目
の
当
た
り
に

し
、
只
見
と
長
岡
の
深
い
つ
な

が
り
に
思
い
を
新
た
に
さ
れ
た

よ
う
で
す
。

▲長岡市民を前に説明する目黒竹市さん

　
　　８月２７日、只見町役場３階会議室で、
第３９回只見ふるさとの雪まつり第１
回企画実行委員会が開かれました。
　実行委員長の目黒町長は、あいさ
つで「早めのスタートをして、地域に
愛されるまつりにしていきたい」と
述べました。
　出席委員は、事務局から昨年のま
つりの実施報告を受け、「町民みんな
が楽しめるまつりにしたい」など、活
発に意見交換を行いました。
　まつりは平成２３年２月１２日（土）、１３
日（日）に行われます。

第39回
只見ふるさとの雪まつり
第１回企画実行委員会

南
会
津
地
区
交
通
安
全
協
会
が
主

催
す
る
平
成
２２
年
度
交
通
少
年
団
研

修
会
が
８
月
３
日
に
、
福
島
市
の
福

島
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
機
動
隊

で
行
わ
れ
、
只
見
町
交
通
少
年
団
員

６
名
（
只
見
小
学
校
５
年
生
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
機
動
隊
員
に
よ
る
白

バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
の
操
作
説
明
を
聞

い
た
り
、
体
験
試
乗
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
県
警
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
説
明
も
受
け
、
操
縦
席
な
ど
を
見

学
し
た
交
通
少
年
団
員
は
笑
顔
を
見

せ
な
が
ら
も
緊
張
し
た
様
子
で
し

た
。ま

た
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
の
低
速
衝
突
時
の
衝
撃
も
体
験
し

た
交
通
少
年
団
員
は
、
交
通
安
全
の

大
切
さ
を
再
認
識
し
、
研
修
を
終
え

ま
し
た
。

平
成
２２
年
度
交
通
少
年
団
研
修
会

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う

▲機動隊員から県警ヘリの説明を受ける交通少年団員と保護者

ニュース&フラッシュ

▲あいさつをする目黒町長
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Jパワーグループ
（電源開発株式会社田子倉
電力所・ＪＰハイテック）

８
月
２０
日
～
２２
日
の
三
日
間
、「
バ

ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展
」
が
、た
だ
み
・

ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
か

れ
ま
し
た
。
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
と

は
、
野
鳥
の
姿
を
本
物
と
見
間
違
う

ほ
ど
リ
ア
ル
に
再
現
し
た
木
工
細
工

の
こ
と
で
す
。
日
本
に
は
１
９
７
９

年
に
紹
介
さ
れ
、
自
然
が
好
き
な
人

た
ち
の
趣
味
や
、
博
物
館
な
ど
で
展

示
す
る
剥
製
（
は
く
せ
い
）
の
代
わ

り
と
し
て
広
ま
り
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

作
家
の
遠
藤
勇
さ
ん
（
神
奈
川
県
在

住
）
の
作
品
を
２５
点
ほ
ど
展
示
。
ヤ

マ
セ
ミ
や
カ
ワ
セ
ミ
、
ア
カ
シ
ョ
ー

ビ
ン
な
ど
只
見
で
お
な
じ
み
の
野
鳥

の
ほ
か
、
割
り
箸
で
制
作
し
た
色
と

り
ど
り
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
ア
ー
ト
作
品
も
並
び
ま
し

た
。当

日
は
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
教

室
が
行
わ
れ
、
１５
人
が
ス
ズ
メ
や
キ

セ
キ
レ
イ
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
主
催
は
、
只
見
の
自
然
に
学

ぶ
会
。
共
催
は
、
只
見
町
ブ
ナ
セ
ン

タ
ー
で
す
。

バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
展

リ
ア
ル
に
再
現
し
た
木
工
細
工

▲バードカービング展の様子

NEWS&FLASHNEWS&FLASH

平成22年度
献血団体表彰
日本赤十字社福島県支部長

銀枠感謝状

只
見
町
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
私
の
名
前
は
ア
ン
ナ
・
ジ
ョ

ー
ジ
と
申
し
ま
す
。
ア
ン
ナ
と
呼

ん
で
く
だ
さ
い
。
日
本
語
を
４
年

間
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
日

本
の
マ
ン
ガ
な
ど
で
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。

私
は
英
国
グ
レ
ー
ト
ヤ
ー
マ
ス

と
い
う
町
か
ら
や
っ
て
来
ま
し

た
。
グ
レ
ー
ト
ヤ
ー
マ
ス
は
、
ノ

ー
フ
ォ
ー
ク
州
に
あ
り
人
口
は
約

５
万
人
で
す
。
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
州

は
英
国
内
で
も
美
し
い
景
観
の
地

域
で
、
特
に
「
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
ブ

ロ
ー
ズ
」
と
い
う
広
域
に
渡
っ
て

流
れ
る
大
き
な
川
が
あ
る
こ
と
で

有
名
で
、
他
に
も
人
工
の
池
や
水

路
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
州
は
、
豪

華
な
歴
史
あ
る
館
が
点
在
す
る
こ

と
や
、
海
岸
線
の
美
し
さ
と
そ
れ

ら
を
楽
し
め
る
海
岸
沿
い
の
町
が

多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
変
平
ら
な
土
地
で
、
こ
の

只
見
で
山
々
に
囲
ま
れ
て
の
生
活

を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。私

の
趣
味
は
、
料
理
や
フ
ラ
フ

ー
プ
な
ど
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
を
描

く
の
が
得
意
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
仕
事
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
日
本
に
い
る
間
に
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ま
た
日

本
の
人
び
と
と
会
話
が
で
き
る
よ

う
に
日
本
語
を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
伝
統
的
な
日
本

料
理
も
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

只
見
の
冬
は
、
雪
が
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
や
り
た
い
で
す
。
雪
ま
つ
り

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
の
文
化
的
な
活
動
に
も
参
加
し

て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 新しい英語指導助手に
アンナ・ジョージさん

▼Ａｎｎａ・Ｇｅｏｒｇｅ（２３歳）
　 ア ン ナ   ・   ジョ ー ジ

・１９８７年生まれ。
  英国ノーフォー ク出身。
・２０１０年８月から只見町英語
  指導助手。
・小学校と中学校で語学の
  指導を行います。
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黒　
谷川の景観をきれいに
かじっか計画推進事業

黒谷地区のか
じっか計画推進
委員会（山中美
明会長）では、
黒谷川の美化を
目的に河川にあ
る流木を集め積
み重ねて「おん
べ」のようにし、
点火するイベン
トを８月８日に黒
谷川あまぶち周
辺で行いまし
た。２０名の参加
者が７ヵ所に流
木を積み重ね、次々に点火すると、火は勢いよく燃え
上がり真夏の「おんべ」となりました。辺りもきれい
になり参加者からは、「やって良かった」の声が聞か
れました。

８月１９日、長浜の福祉の里で盆踊り大会が行われま
した。こぶし苑、あさひヶ丘、只見ホームに入所して
いる人たちやそのご家族、町内の各種団体や、各施設
の職員、町民の方々が参加して、幾重にも踊りの輪を
つくり旧盆踊りや会津磐梯山を踊り楽しみました。お
囃子は明和青年団の皆さんと朝日地区老人クラブの皆
さんが担当されました。踊りには仮装行列が出るなど
盛り上がり、入所者の皆さんもご家族や町民の方々と
お話をしながら、心待ちにしていた盆踊りを満喫しま
した。今年は第１０回を記念し来場者に、うちわがプレ
ゼントされました。

昔    　の盆踊り懐かしく、笑顔の輪が幾重にも
福祉の里盆踊り大会

▲流木の「おんべ」に点火する参加者

▲お囃子にあわせ、にぎやかに踊る参加者

▼前田剣豪会の皆さんが墓前で剣舞を披露

没後１４２年の命日にあたる８月１６日、塩沢の医王寺で
河井継之助墓前祭が執り行われました。主催者の塩沢
観光協会長岩渕正明さんが「皆様のご支援をお願いし、
これからも墓前祭を続け、全国に広めたいと思います」
とあいさつを述べました。長岡市にある妙園寺住職の
内山慶法さんによる読経に続き、目黒町長の追悼の言
葉と下田邦夫長岡記念館友の会会長のあいさつがあ
り、参列者の焼香の後、長岡市の前田剣豪会の皆さん
による剣舞が披露されました。

没　
後142年に遺徳を偲ぶ
河井継之助墓前祭

記念うちわ
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月 　のクレーターも見えた！
星空観察会

８月２０日、会津只見考古館で星空観察会が開かれ、
大人２８名、子ども１４名が参加しました。講師は大倉出
身の永井秀男さん、星や太陽系について講話いただき、
外に出て望遠鏡をのぞき込んだ参加者は、夏の星座や
月のクレーターを確認していました。この夜は、天候
も良好で星は輝き月はとても明るく見え、参加者から
は感動の声も聞こえてきました。

夏　
休みに楽しい思い出づくり
お寺に泊まろう

明和地区センター運営委員会生涯学習部の主催で夏
休み特別企画イベント「お寺に泊まろう」が梁取の成
法寺で８月３日から４日の二日間行われ、明和小学校の３
年生６名が参加しました。はじめに成法寺の説明を聞
いた児童は、早速お寺内の掃除や周辺の草むしりで汗
を流し、紙粘土で仏様などを作りました。夕食もみん
なで調理し、おいしく食べた後は、座禅体験や映画を
鑑賞し楽しく過ごしました。

８月１６日、明和地区恒例のお盆帰省者歓迎野球大会
が盛大に行われました。
明和全集落から７チームが参加、明和小グラウンド
と、大倉つつじヶ丘グラウンドを会場に熱戦に継ぐ熱
戦が繰り広げられました。優勝は布沢チームで準優勝
は大倉チームでした。気温も３０度を超える夏空のもと、
パワーあふれるプレーと応援の声で盛り上がりを見せ
た一日となりました。

懐 　かしい顔ぶれでプレー、爽快な汗
明和地区お盆野球大会

コアラクラブでは、８月２８日に明和保育所で「お父
さんお母さんと遊ぼう・自由遊び」を行いました。参
加者は親子２０組で４７名、ホールで遊んだり、外で砂遊
びや遊具を使って遊んだりと、思い思いにお父さんお
母さんと楽しそうに触れ合っていました。この日も暑
い日でしたが、参加した親子は笑顔で、有意義な時間
を過ごしていました。

お　
父さんお母さんと遊ぼう！
コアラクラブ

▲紙粘土でオリジナルの仏様づくり

▲夏の夜空を見上げ星を観察する参加者

▲お父さんお母さんと楽しいひととき

▲親睦が深まった年に一度の野球大会

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎８２−５２１０　Fax ８２−２１１７
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かかる前に、
　　予防しましょう！

今
年
の
８
月
１０
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
世
界
的
大
流

行
の
終
息
を
宣
言
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
予
測

不
能
で
、
い
つ
ま
た
新
し
い
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
と
し
て
、
引
き
続
き
警
戒
す
る
よ

う
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

冬
に
な
る
に
つ
れ
て
、
空
気
が
乾
燥

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥

す
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
が
体
の
中
に
入
ろ
う

と
す
る
の
を
防
ぐ
、
の
ど
や
鼻
の
粘

膜
の
防
御
機
能
が
低
下
す
る
た
め
で

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
か
っ
た

人
の
咳
、
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な
ど
が

飛
び
散
る
こ
と
で
放
出
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
を
、
の
ど
や
鼻
か
ら
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。ま
た
、

感
染
し
て
い
る
人
の
つ
ば
や
鼻
水
が

手
か
ら
手
へ
、
あ
る
い
は
ド
ア
ノ
ブ

や
つ
り
革
な
ど
を
介
し
て
手
に
付
着

す
る
こ
と
か
ら
も
感
染
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
し
や
す

い
の
で
、
か
か
っ
た
人
が
無
理
を
し

て
仕
事
や
学
校
等
へ
行
く
と
、
急
速

に
感
染
を
広
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
突
然
現
れ
る
高
熱
、頭
痛
、

関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
強
い
全
身
の

症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
早
め
の
医

療
機
関
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
正
し
い
衛
生
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
外
出
後
な
ど
は
、
手
洗
い
・
う
が
い

を
行
い
ま
し
ょ
う

●
手
洗
い
は
、
石
け
ん
で
３０
秒
以
上
洗

い
、
流
水
で
流
し
ま
し
ょ
う

②
熱
や
咳
、
く
し
ゃ
み
等
が
あ

る
と
き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
マ
ス
ク
を
着

用
す
る
こ
と
は
感
染　

予
防
に
効
果

的
で
す
。

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
時
、
咳
・

く
し
ゃ
み
を
す
る
時
は
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
で
口
と
鼻
を
覆
い
ま
し
ょ

う
。
そ
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後

は
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
せ
き
・
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
時

は
、
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う

●
せ
き
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
は
、
口

と
鼻
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
覆
い
ま
し
ょ
う

●
せ
き
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
時
は
、
周

り
の
人
か
ら
顔
を
そ
む
け
ま
し
ょ
う

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
免
疫
の
持
続

期
間
は
お
よ
そ
５
ヵ
月
間
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

た
ら

●
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え

ま
し
ょ
う

●
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま

し
ょ
う

●
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
て

適
度
な
湿
度
（
５０
～
６０
％
）
に
し
ま

し
ょ
う

●
十
分
な
栄
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
摂
り
ま
し
ょ
う

●
う
が
い
、
手
洗
い
を
十
分
に
し
ま

し
ょ
う

●
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う　
　
　

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
ら

●
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

●
安
静
と
休
息
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う

●
水
分
を
十
分
に
摂
り
ま
し
ょ
う

●
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

●
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う

●
薬
は
用
法
、
用
量
、
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

保健師　堀金　俊也

こんにち
は !

保健師
です

12

今
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　
流
行
に
備
え
て

「自分は大丈夫」と思わないで、
早めの予防対策を心がけましょう。
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第
４
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
軟
式
野
球
大
会

に
出
場
す
る
只
見
町
チ

ー
ム
が
「
初
戦
突
破
」

を
目
指
し
、
練
習
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
過

去
３
回
の
大
会
は
い
ず

れ
も
初
戦
で
敗
退
。
今

年
こ
そ
は
、
初
戦
突
破

を
！
と
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
町
内
の

野
球
チ
ー
ム
か
ら
有
志

を
募
り
、
只
見
町
出
身

の
町
外
で
活
躍
す
る
選

手
３
名
を
加
え
た
２０
名

で
結
成
。
練
習
は
毎
週

水
曜
日
午
後
７
時
か
ら

町
下
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
気

合
を
入
れ
行
な
っ
て
い

ま
す
。

先
日
、
組
み
合
わ
せ

も
決
ま
り
、
只
見
町
チ

ー
ム
の
初
戦
は
９
月
２６

日
（
日
）
午
前
９
時
４５

分
か
ら
福
島
市
あ
づ
ま

球
場
で
二
本
松
市
と
対

戦
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
熱

い
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

暑
い
夏
で
し
た
が
、
皆
さ
ま

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
た

か
？さ

て
、
今
回
は
認
知
症
の
家

族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
こ
う

と
思
い
ま
す
。
只
見
に
は
多
く

の
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
若
松
な
ど
や

そ
の
他
の
地
域
で
い
わ
ゆ
る
専

門
外
来
を
受
診
さ
れ
た
方
で
さ

え
も
、
家
族
が
ど
の
よ
う
に
認

知
症
に
か
か
っ
た
家
族
と
接
す

る
か
に
つ
い
て
話
を
受
け
る
機

会
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
認
知

症
は
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ

ろ
不
治
の
病
で
す
。
し
か
し
、

統
計
上
、
年
齢
が
９０
歳
に
達
し

た
方
で
約
３
割
が
認
知
症
な
の

で
す
。「
老
化
」
が
加
齢
に
伴

う
全
身
の
臓
器
機
能
の
低
下
と

も
言
え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

認
知
症
は
脳
の
老
化
で
あ
り
、

ヒ
ト
と
い
う
生
物
で
あ
る
以
上

自
然
の
変
化
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
自
然
で
あ
る
と
か
、

病
気
で
あ
る
と
か
そ
う
思
っ
て

い
て
も
割
り
切
れ
な
い
気
持
ち

も
わ
か
り
ま
す
し
、
２４
時
間
向

き
合
う
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

時
に
は
喧
嘩
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
家
族
な
の
だ
か
ら
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
仕
方
な
い
と

も
思
い
ま
す
。

だ
け
ど
も
、
認
知
症
に
よ
り

記
憶
力
は
低
下
し
、
い
ろ
ん
な

事
も
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
す

が
、
感
情
や
自
尊
心
は
長
く
残

っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
な
の
で

す
。
例
え
ば
朝
ご
は
ん
を
食
べ

た
後
に
「
朝
ご
は
ん
ま
だ
か
」

と
言
っ
て
こ
ら
れ
た
時
、
こ
の

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
な
い
と

い
う
事
は
明
ら
か
に
間
違
い
な

の
で
す
が
、
そ
れ
を
訂
正
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の
で

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
頭
ご
な

し
に
「
さ
っ
き
朝
ご
は
ん
食
べ

た
で
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
る
と
、

感
情
や
自
尊
心
を
傷
つ
け
て
し

ま
い
ま
す
。

き
っ
と
、
朝
ご
は
ん
の
事
は

忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の

時
に
う
け
た
自
尊
心
を
傷
つ
け

ら
れ
た
こ
と
や
、
気
分
を
損
ね

た
こ
と
は
認
知
症
の
方
の
中
で

も
「
残
っ
て
」
お
り
、
そ
う
い

っ
た
ス
ト
レ
ス
が
認
知
症
の
進

行
を
進
め
て
し
ま
う
と
い
う
事

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

も
し
も
、
間
違
っ
た
言
動
が

あ
る
場
合
は
、
時
間
を
空
け
た

り
、
話
題
を
変
え
た
り
、
柔
ら

か
く
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
少

し
間
が
空
く
と
間
違
っ
た
言
動

も
忘
れ
て
し
ま
う
の
も
認
知
症

の
い
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。

最
後
に
、公
益
社
団
法
人
「
認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
が
提

供
す
る
電
話
相
談
窓
口
を
紹
介

し
ま
す
。

☎
０
１
２
０
―
２
９
４
―
４
５
６

（
月
～
金
、
午
前
１０
時
～
午
後

３
時
）
も
ち
ろ
ん
、
診
療
所
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
の
で
、

家
族
で
抱
え
す
ぎ
ず
に
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
家
族
に
認
知
症
の
患
者
さ
ん
を
持
つ
方
へ
」

今年こそは初戦突破！
市町村対抗野球只見チーム始動！

広
報
た
だ
み
診
療
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
日
診
療
所
　
医
師
　
髙
栁
　
宏
史
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と
っ
て
お
き
の
話

194

神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
者

ル
シ
ー
ニ
ュ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

「
只
見
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（Internet 

T
adam

i  Eco-M
useum

、
略
し

て
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
＝
ア
イ
テ
ム
）
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
計
画
は
、
只
見
町
の

民
具
を
中
心
に
し
て
そ
の
地
域
の
物

質
文
化
と
非
物
質
文
化
を
総
合
的
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
た

め
、
２
０
０
３
年
度
か
ら
神
奈
川
大

学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
４
班
・
地

域
統
合
情
報
発
信
班
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
、

委
託
業
者
で
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
株
式

会
社
に
ウ
ェ
ブ
上
の
技
術
的
工
作
を

委
託
し
た
上
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
掲
示
す
る
べ

き
資
料
の
選
択
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
整

理
を
行
い
、
提
示
方
法
を
考
察
し
て

き
ま
し
た
。
只
見
町
の
立
場
、
民
俗

文
化
の
領
域
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
先
端
技
術
を

開
発
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
株
式
会
社
の

立
場
、
神
奈
川
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
第
４
班
の
教
授
や
研
究
協
力
者

の
立
場
と
い
う
三
つ
の
相
補
的
な
視

点
の
協
力
の
下
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
い
う
内
容
的

に
は
「
古
く
」
て
形
式
的
に
は
「
新

し
い
」
博
物
館
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能

性
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。

こ
の
な
か
で
と
く
に
私
が
取
り
組

ん
だ
【
自
然
と
暮
ら
し
】
コ
ー
ナ
ー

の
構
想
は
、２
０
０
７
年
の
春
こ
ろ
、

只
見
町
教
育
委
員
会
に
あ
る
民
具
カ

ー
ド
の
ス
キ
ャ
ン
作
業
を
し
て
い
た

時
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
民
具
カ
ー
ド

や
映
像
・
写
真
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
、ど
う
し
た
ら
一
つ
の「
展

示
空
間
」
に
お
い
て
統
合
的
か
つ
効

果
的
に
公
開
で
き
る
か
と
い
う
課
題

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
以
来

ず
っ
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
満

足
で
き
る
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
教
育
委
員

会
に
あ
っ
た
「
作
業
工
程
表
」
の
フ

ォ
ル
ダ
ー
と
出
会
っ
た
の
で
す
。「
作

業
工
程
表
」
と
は
、
稲
作
や
焼
畑
・

狩
猟
・
漁
撈
な
ど
１７
種
類
の
生
業
の

作
業
手
順
を
一
年
間
の
サ
イ
ク
ル
を

通
し
て
解
説
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

は
横
山
哲
夫
さ
ん
が
執
筆
さ
れ
た
工

程
表
を
土
台
に
し
て
、
明
和
の
民
俗

を
語
る
会
や
只
見
町
民
具
と
語
る
会

の
方
々
が
加
筆
し
て
完
成
し
た
労
作

で
、
只
見
町
の
住
民
た
ち
自
身
が
記

し
た
貴
重
な
記
録
資
料
と
い
え
ま

す
。
８
０
０
０
点
に
お
よ
ぶ
一
般
民

具
カ
ー
ド
と
２
３
３
３
点
の
国
指
定

重
要
有
形
民
俗
文
化
財
の
民
具
カ
ー

ド
と
並
ん
で
、
た
い
せ
つ
な
「
一
次

資
料
」
で
あ
り
、
補
足
的
な
資
料
で

も
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
こ
の
有

効
性
に
気
づ
い
て
、
一
つ
の
糸
口
を

掴
ん
だ
と
い
う
思
い
で
し
た
。

「
作
業
工
程
表
」
が
【
自
然
と
暮

ら
し
】
コ
ー
ナ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
と

思
っ
た
理
由
は
、
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
補
足
的
資
料
と
し
て
の

重
要
性
と
、
只
見
町
の
住
民
た
ち
に

よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
「
一
次
資
料
」

と
し
て
の
貴
重
性
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
構
築
に
困
っ
て
い
た
わ
た

し
た
ち
に
は
、「
作
業
工
程
表
」
の

採
用
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
資
料
を
時

間
軸
に
整
理
で
き
る
と
い
う
大
き
な

有
効
性
が
も
っ
と
も
大
切
で
し
た
。

と
く
に
多
数
の
民
具
カ
ー
ド
の
閲
覧

の
面
倒
さ
を
回
避
で
き
る
一
つ
の
方

法
と
し
て
看
做
し
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
模
索
し

た
あ
げ
く
、
只
見
町
の
住
民
た
ち
の

手
で
作
成
さ
れ
た
「
作
業
工
程
表
」

は
、【
自
然
と
暮
ら
し
】
コ
ー
ナ
ー

の
「
大
黒
柱
」
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
時
間
軸
を
明
確
に
す
る
た
め
に

四
季
ご
と
に
分
け
た
四
つ
の
基
本
画

面
を
設
け
、あ
ら
ゆ
る
種
類
の
資
料
・

デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
り
ま
し
た
。「
作
業
工
程

表
」
の
文
章
に
は
必
要
に
応
じ
て
多

少
手
を
加
え
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ

け
原
文
を
残
す
よ
う
に
努
力
し
ま
し

た
。
コ
ー
ナ
ー
の
構
築
は
「
作
業
工

程
表
」
の
再
構
成
に
手
間
取
っ
て
し

ま
い
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
２
０
１
０
年
３
月
末
そ
の
完
成

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

横
山
哲
夫
さ
ん
に
は
、
細
か
い
情

報
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん

な
お
世
話
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

そ
の
他
に
も
一
度
も
お
会
い
し
た
こ

と
の
な
い
多
く
の
執
筆
者
の
方
々
に

言
葉
で
表
せ
な
い
ほ
ど
の
ご
恩
を
い

た
だ
い
た
気
が
い
た
し
ま
す
。

「
作
業
工
程
表
」

　
　
　

と
の
出
会
い

只見学

▲横山哲夫さん（左）と筆者（右）

▲作業工程表ファイルと民具カード
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
七
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

八
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

笑
　
羊

割
っ
て
入
る
絵
ろ
う
そ
く
屋
の
夏
の
れ
ん

千
個
の
灯
生
む
火
起
師
の
上
布
か
な

リ
ウ
コ

木
苺
を
刈
り
残
し
お
く
墓
掃
除

草
刈
に
つ
か
れ
一
夜
の
眠
ら
れ
ず敦

　
子

梅
雨
明
け
や
赤
い
衣
の
六
地
蔵

梅
漬
け
る
一
年
の
無
事
念
じ
つ
つ

礼
　

新
じ
ゃ
が
の
次
も
次
も
と
掘
る
日
中

結
葉
や
浅
草
岳
を
遙
か
に
す

修
　
一

豆
植
う
る
畑
空
か
せ
ぬ
母
な
り
し

茄
子
抱
か
い
夕
暮
れ
時
の
立
ち
話一

　
灯

山
法
師
下
向
く
花
は
な
か
り
け
り

庭
の
蛇
隣
の
嫁
に
黙
っ
と
こ

邦
　
男

縄
文
の
土
器
の
復
元
雲
の
峰

キ
ュ
ウ
リ
も
む
味
噌
の
香
り
の
す
る
夕
べ

吉
　
児

風
を
切
る
旗
指
物
や
御
野
馬
追

子
供
歌
舞
伎
の
カ
ツ
ラ
下
地
に
汗
に
じ
み

隆
　
堂

勘
高
き
主
将
の
指
示
や
青
あ
ら
し

扇
風
機
い
ら
ぬ
我
が
家
の
午
睡
か
な

邦
　
夫

散
歩
径
変
え
て
み
た
れ
ば
道
お
し
い

風
鈴
の
音
も
引
越
す
駐
在
所

康
　
女

夕
暮
れ
や
ほ
た
る
袋
に
灯
の
欲
し
き

大
き
夢
吊
ら
れ
七
夕
竹
た
わ
む

恒
　
夫

足
音
に
寄
る
大
岩
魚
飼
わ
れ
お
り

原
爆
忌
み
ん
な
秣
を
刈
り
お
り
し

五
十
嵐
　
夏
　
美

頭
に
て
逆
道
辿
れ
ば
忘
れ
ゐ
し
歌
思
ひ
出
す
不
思
議
に
出
合
ふ

古
　
川
　
英
　
子

帰
り
来
る
家
族
ね
ぎ
ら
ひ
玄
関
に
打
ち
ゆ
く
水
は
た
ち
ま
ち
乾
く

吉
　
津
　
政
　
枝

若
く
逝
き
し
子
が
好
み
た
る
紫
陽
花
を
思
ひ
て
再
度
花
供
へ
た
り

五
十
嵐
　
英
　
子

埼
玉
に
住
む
甥
が
来
て
尺
八
を
聞
か
せ
て
く
れ
ぬ
こ
ぶ
し
苑
に
て

目
　
黒
　
富
　
子

振
り
向
け
ば
通
り
す
が
り
の
男
ら
が
菅
笠
か
む
る
我
を
撮
り
ゐ
る

渡
　
部
　
ゆ
き
子

降
り
続
く
梅
雨
を
厭
ふ
も
被
害
な
く
む
ご
き
被
災
地
の
テ
レ
ビ
に
見
入
る

皆
　
川
　
恒
　
子

子
も
孫
も
着
る
当
て
も
な
き
紬
に
て
炬
燵
布
団
を
幾
枚
も
縫
ふ

齊
　
藤
　
ち
ひ
ろ

こ
こ
ち
良
き
風
に
吹
か
れ
て
布
団
干
す
雲
ひ
と
つ
な
き
梅
雨
の
晴
れ
間
に

馬
　
場
　
八
　
智

春
の
香
を
懐
か
し
み
摘
む
山
椒
の
す
る
ど
き
刺
は
我
が
手
に
さ
さ
る

渡
　
部
　
ヨ
リ
子

右
左
確
認
も
せ
ず
道
よ
ぎ
る
老
人
の
耳
は
聞
こ
え
ぬ
ら
し
き新

　
国
　
洋
　
子

施
設
よ
り
外
泊
に
来
て
川
べ
り
の
夏
の
花
火
に
姉
は
声
あ
ぐ

（
出
詠
順
）
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
等
を
運
営
す
る
社
会
福

祉
法
人
南
会
津
会
で
は
、
次
に
よ
り

職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
お
こ
な
い

ま
す
。

一
、
採
用
予
定
職
種
及
び
採
用
予
定

　
　

人
員

◎
介
護
職
員　

若
干
名

◎
事
務
職
員　

若
干
名

二
、
採
用
予
定
年
月
日

平
成
２３
年
４
月
１
日

三
、
受
験
資
格

　

年
齢
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

次
の
各
項
目
に
該
当
す
る
こ
と
を
必

要
と
し
ま
す
。

①
南
会
津
郡
内
に
住
所
を
有
し
、

又
は
採
用
後
南
会
津
郡
内
に
居

住
す
る
こ
と
が
確
実
な
者

②
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者

又
は
平
成
２３
年
３
月
３１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

③
次
の
資
格
を
有
す
る
者

ア
、
介
護
職
員
は
、
介
護
福
祉

士
（
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

を
平
成
２３
年
３
月
ま
で
に
卒

業
す
る
資
格
取
得
見
込
み
者

を
含
む
。）、
社
会
福
祉
士
、

介
護
支
援
専
門
員
、
看
護
師

の
い
ず
れ
か
の
資
格
取
得
者

イ
、
事
務
職
員
は
、
特
に
資
格

要
件
は
あ
り
ま
せ
ん

　

※
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き

　

ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者

四
、
試
験
の
方
法

①
第
一
次
試
験

ア
、
一
般
教
養
試
験
（
高
等
学

校
卒
業
程
度
）

②
第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
合

格
者
の
み
）

ア
、
論
文
試
験

イ
、
面
接
試
験

五
、
試
験
の
日
時
及
び
場
所

①
第
一
次
試
験

ア
、
日
時　

平
成
２２
年
１０
月
２４

日（
日
）午
前
１０
時
３０
分（
受

付
は
１０
時
か
ら
）

イ
、
場
所　

南
会
津
町
田
島
あ

た
ご
館
（
旧
田
島
町
中
央
公

民
館
）
３
階　

研
修
室

　
（
南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島

字
後
原
甲
３
５
８
６
‐
１
）

☎
０
２
４
１
―
６
３
―
３
９
２
７

②
第
二
次
試
験
（
第
一
次
試
験
合

格
者
の
み
）

ア
、
期
日　

平
成
２２
年
１１
月
２１

日
（
日
）

イ
、
場
所　

南
会
津
町
田
島
あ

た
ご
館
（
旧
田
島
町
中
央
公

民
館
）
３
階　

研
修
室

六
、
試
験
結
果
の
発
表

　

第
一
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
１１
月
上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま

す
。

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間
等

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
請
求

申
込
用
紙
は
、
当
法
人
の
施

設
等
で
交
付
し
ま
す
。
な
お
、

郵
便
に
よ
り
申
込
用
紙
を
請
求

す
る
場
合
は
、封
筒
の
表
に「
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
返
信
用
の
１
２
０
円
切
手

を
同
封
し
、
返
信
先
の
住
所
等

を
明
記
の
う
え
、
社
会
福
祉
法

人
南
会
津
会
本
部
事
務
局
に
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
用
紙
の
提
出

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
最
近
６
ヵ
月
以
内
に
撮

影
し
た
本
人
の
写
真（
上
半
身
、

脱
帽
、
正
面
向
、
縦
４
㎝
×
横

３
㎝
）
を
写
真
欄
に
貼
っ
て
、

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部

事
務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
田
島
ホ
ー
ム
内
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

③
免
許
証
等
（
写
し
）
の
添
付

受
験
資
格
を
確
認
す
る
た

め
、
受
験
申
込
用
紙
に
資
格
を

証
す
る
免
許
証
等
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
介

護
福
祉
士
養
成
施
設
卒
業
見
込

者
は
、
養
成
施
設
の
長
が
証
明

す
る
卒
業
見
込
証
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

④
申
込
受
付
期
間

受
付
期
間
は
、
平
成
２２
年
９

月
６
日
（
月
）
か
ら
平
成
２２
年

１０
月
８
日（
金
）ま
で
で
す
。（
執

務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）な
お
、

郵
便
に
よ
る
申
込
用
紙
提
出

は
、平
成
２２
年
１０
月
６
日
（
水
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

こ
の
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

次
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事

務
局
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
田

島
ホ
ー
ム
内
）

南
会
津
町
永
田
字
風
下
３
‐
１

☎
０
２
４
１
―
６
３
―
１
１
１
１

今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税

募

集

南
会
津
会
職
員

採
用
候
補
者
試
験

REC
RU

ITM
EN

T

9
月
２７
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

●
水
道
使
用
料
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
９
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
２
期
）
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血
液
の
ガ
ン
と
さ
え
言
わ
れ
て
い

る
白
血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
等

が
、
現
在
は
骨
髄
移
植
に
よ
っ
て
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
こ
と
が

で
き
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

骨
髄
移
植
を
必
要
と
す
る
患
者
さ

ん
は
、
毎
年
少
な
く
と
も
二
千
人
程

度
お
り
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救

う
た
め
に
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。
ド
ナ
ー

を
待
つ
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
皆

さ
ん
の
登
録
が
大
き
な
希
望
に
な
り

ま
す
。

献
血
時
に
併
せ
て
次
の
と
お
り
骨

髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と　

き

　

９
月
２9
日
（
水
）

　

８
時
３０
分
～
１０
時
３０
分

▼
と
こ
ろ　

只
見
町
役
場
前

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
の
お
願
い

１日　国道289号フルコース踏破参加者応援のため三条市へ
２日　国道289号線建設期成同盟会正副会長会議、電源開

発㈱本社訪問
３日　会津総合開発協議会福島県要望活動
４日　南会津会評議員会・理事会、南会津地方広域市町

村圏組合第３回管理者会
５日　国道252号雪国ゆめ街道同盟会の福島県側要望
６日　国道289号線建設期成同盟会新潟県内要望会
７日　沼沢湖水まつり
９日　朝礼、定例庁議、南会津地方広域市町村圏組合第4

回管理者会
１０日　南会津地方振興局長来庁、両沼管内町村長・只見

川電源流域町村長情報交換会
１１日　只見・金山・昭和県道改修促進期成同盟会役員会、

同総会
１５日　平成22年度只見町成人式
１６日　河井継之助墓前祭
１９日　国立歴史博物館来庁、福祉の里盆踊り
２０日　農業委員会委員（推薦）辞令交付
２３日　献血団体並びに献血推進団体銀枠感謝状伝達式、

西部環境衛生処理組合管理者会、西部環境衛生処
理組合議会定例会、町政懇談会（朝日地区センター）

２４日　日本赤十字福島県支部事務局長、就任あいさつのた
め来庁、予算査定、町政懇談会（只見地区センター）

２５日　国道289号線建設期成同盟会事業説明会・総会・中
央要望会

２６日　只見高等学校振興対策会議役員会
２７日　庁議、第27回福島県身体障がい者福祉協会南会津

支部スポーツ教室、郡山自衛隊小西則行第3隊長、
就任あいさつに来庁、第39回只見ふるさとの雪ま
つり企画実行委員会、政策調整会議、町政懇談会（明
和地区センター）

３０日　南会津地方広域市町村圏組合議会第2回定例会、同
全員協議会

３１日　小沼昇氏叙勲祝賀会発起人打合せ会、新規招致外
国語指導助手（ＡＬＴ）歓迎会

町 長 室 日 誌
〈　8　月　分　〉

実施日 献血時間
献 血 場 所 等

備     考
事業所等 所在地

9月28日
( 火 )

10：30 ～
12：30

電源開発㈱
田子倉電力所

只見字新屋敷 1604

14：00 ～
16：00

ＴＮ I 工業（株） 楢戸字椿 59-1

16：30 ～
18：00

只見高等学校 只見字根岸 2358

9月29日
(水)

8：30 ～
10：30

只見町役場 只見字雨堤 1039-1
骨髄バンク
ドナー登録会併設

11：00 ～
13：00

介護老人保健施設
こぶし苑

長浜字唱平 31

14：30 ～
16：30

会津工場（株） 二軒在家字九々生 721-1

献血にご協力ください
次の日程で献血を行いますので、皆様のご協力をお願いいたします。

販売ブースでの
ご購入もどうぞ。



18

国
勢
調
査
を
開
始
し
ま
す

調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布
し
ま
す

明和地区センター

図書室☎ 86 ｰ 2111
●
国
勢
調
査
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び

世
帯
が
対
象
で
す
。
九
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布
回
収
な
ど
の
た
め
す
べ
て

の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る

最
初
の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人

口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

●
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
統
計
法
で
は
，
調
査
対
象
者
に
対
し
，
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
す
る
義
務
（
報
告
義
務
）

を
定
め
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
世
帯
の
世
帯
員
を
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
，
統
計
の
作
成
に
関
連
す
る
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
た
上
で
調
査
員
に
渡
し
て
い
た
だ

く
か
、
市
区
町
村
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調査についての
お問い合わせは、

コールセンターまで!!

■国勢調査コールセンター
　設置期間：平成22年10月31日まで
　受付時間：午前8時〜午後9時まで
　（土･日･祝日も利用できます）

【電話】0570-01-2010
　＊全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。

【PHS･一部のIP電話】03-6738-6677
　＊PHS･一部のIP電話の場合、所定の料金となります。

総務省・福島県・只見町
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

明和地区センター

図書室☎ 86 ｰ 2111

長谷川義史／著(教育画劇）
　「ぼくがラーメンたべてる
とき、となりでミケがあくび
した。となりでミケがあくび
したとき、となりのみっちゃ
んがチャンネルかえた。」私
たちが自分の日常を生きて
いるその隣で誰かがその人

の日常を生きている。地球は丸く、空はつながって
いて、隣の隣の隣のそのまた隣にも誰かの時間が
流れている。それは当然ながら、同じ空の下でたっ
た今誰かの時間が終わろうとしていることでもあり
････。結末をどう捉えるか、深い絵本です。

★『ぼくがラーメンたべてるとき』

金哲彦／著（講談社）
　恒例の只見町駅伝大会が
近づき、選手の皆さんはそ
れぞれ練習に余念がないこ
とと思います。そこで、今読
めば即記録アップにつなが
る、かもしれない本のご紹介
です（＾^ ）著者は有森裕子
などオリンピック選手の育成
も手がけたプロ･ランニング

コーチ金哲彦氏。氏によると「体幹」を鍛えれば、
地球の重力を味方につけ、早く長く走れるようにな
るのだとか。ビギナーを含め、走力をアップしたい
全てのランナーにおススメです。

★『「体幹」ランニング』

まちづくり推進員
渡部　敦子

★図書室に関する要望や購入図書の希望など、
　お気軽にお寄せください。

今回は小説好きの方のために第143回直木賞
受賞作『小さいおうち』や、東野圭吾、海堂
尊、宮部みゆき、湊かなえなど人気作家の新
作も購入しました。明和地区センター図書室

にぜひお出でください。
町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
稲
穂
も
重
み
を
増
し
、
ど
の
田
ん
ぼ

も
い
い
感
じ
に
下
を
向
い
て
い
ま
す
。
今

年
も
豊
作
の
予
感
が
し
ま
す
。
▽
五
穀

豊
穣
や
豊
作
な
ど
を
祈
願
し
、
９
月
５

日
に
は
町
内
各
集
落
で
お
祭
り
が
行
わ

れ
、
子
供
み
こ
し
が
練
り
歩
く
な
ど
、
一

日
中
賑
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
▽
昼
間

の
暑
さ
は
ま
だ
夏
で
す
が
、
日
が
陰
る

と
気
温
も
日
増
し
に
涼
し
く
な
り
、
虫

の
鳴
き
声
が
響
き
は
じ
め
ま
し
た
。
季

節
も
夏
か
ら
秋
へ
と
着
実
に
移
り
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
▽
秋
の
気
配
が

感
じ
ら
れ
る
こ
の
時
期
、
時
の
経
つ
早

さ
を
実
感
し
つ
つ
冬
が
気
に
か
か
り
ま

す
。「
大
雪
に
は
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
…
」

平成22年8月1日現在
人　口　　  ４，９４３（−５）
　男　　  　２，３５４（+ １）
　女　　  　２，５８９（−６）
世帯数　  　１，８７７（+ ２）

高齢化率　　４１．５％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　14　転出　17　出生　3　死亡　5

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、届出の
　ときにその旨をお伝えください。

（８月１日～８月３１日届出分 ･ 敬称略）

■お誕生おめでとうございます。
　山　内　珠

た ま き

樹 （男／政　邦・裕　子）　梁　取

　五十嵐　雄
ゆ う や

哉 （男／貴　則・未　生）　蒲　生

■おくやみ申し上げます
飯　塚　ツネ子　　　73才　　　　大　　倉
五十嵐　欣　也　　　77才　　　　蒲　　生
長谷部　ヒサエ　　　91才 　　　　叶　　津
目　黒　廣　喜　　　90才 　　　　坂　　田
飯　塚　　晃　　　　73才 　　　　大　　倉
近　藤　啓　次　　　81才 　　　　布　　沢
目　黒　キヌ子　　　69才 　　　　石　　伏　
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森の四季森の四季 Vol.5Vol.5

▪ 発行／只見町役場総務企画課　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
▪ 編集／広報編集委員会　http://www.tadami.gr.jp/　☎0241（82）5210

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月●

２５
日
（
土
）

　
「
恵
み
の
森
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

カ
ヌ
ー
体
験
ｉ
ｎ
田
子
倉
湖
」

●
２６
日
（
日
）

　
「
浅
草
岳
・
沼
ノ
平
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

10
月●

１０
日
（
日
）

　
「
第
４８
回
只
見
駅
伝
競
走
大
会
」

●
１６
・
１７
日
（
土
・
日
）

　
「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

●
２３
・
２４
日
（
土
・
日
）

　
「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

●
３０
・
３１
日
（
土
・
日
）

　
「
Ｓ
Ｌ
会
津
只
見
紅
葉
号
運
行

　
　

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

▼
毎
週
日
曜
日
、
午
前
８
時
半
よ
り
只
見
駅
前
で

「
ひ
ん
の
め
え
市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　

お
家
で
は
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
を
只
見
駅
で

販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
５
０

営
業
時
間 

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時
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サンボタケ
菌類／エゾハリタケ科エゾハリタケ

ブナの老木などに生えるサンボダ
ケは、只見では味噌漬にすることで
なじみのあるキノコです。縦20㎝、
幅15㎝以上の大型で、白い半円形の
カサが重なり合っています。
そのままでは硬くて食べられませ
ん。ゆでてから塩漬けにして３カ月
ほど置き、塩抜きしたものを味噌漬
にします。食べるときは、繊維を分
断するように薄切りにします。山仕
事など弁当の漬物としても重宝しま
した。
ふつうは秋に採取しますが、腐り
にくく丈夫なキノコなので、そのまま冬を越して翌春のかた雪のときに採ることもあります。

℡ 0241(72)8355

特別企画展

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

○只見の秋の実り展　10月2日（土）〜11月23日（祝）
○田子倉湖ブナ探検隊　９月25日（土）
○ユネスコ・エコパーク（生物圏保存地域）
　に関する講演会　10月31日（日）
　講師：酒井暁子さん（横浜国立大学大学院准教授）
　会場：明和地区センター

イベント・
講演会

撮影／渡部仁一


